
特 集

December
2016

12
No.263K A N O Y A  C I T Y  P U B L I C  R E L A T I O N S  

鹿
こ こ

屋で暮らす



■ 鹿屋市ホームページ
 http://www.e-kanoya.net/
■ 鹿屋市公式 facebook
 https://www.facebook.com/
 Kanoya.City
■ 鹿屋市ラジオ広報番組
 ＦＭかのや（77.2MHz）
 （月～金曜日、8：05～と16：05～）

映画情報

K A N O Y A  C I T Y  P U B L I C  R E L A T I O N S  

ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」

鹿屋市広報

統計情報

市の花　ばら

君の名は。

◎上映時間（106分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～
　※12月29日（木）～１月３日（火）は①②のみ上映

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

１月６日（金）まで上映延長決定！邦画
の歴代興行収入で宮崎駿監督作品の「も
ののけ姫」を抜いて３位になるなど、全
国的に大ヒットを記録。夢の中で“入れ
替わる”少年と少女の恋と奇跡の物語。
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18 霧島ヶ丘公園秋まつり2016
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103,258人
49,318人
53,940人
45,169世帯
448.33㎢ 

平成28年11月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

ヨハネ・パウロ・２世
ローマ教皇ヨハネ・パウロ・２世の偉業
を称え、バチカン庭園に植樹された品種。
多湿でも花弁にしみがつきにくく、花の
大きさや形などが大変優れています。

（＋ 19）
（＋ 41）
（－ 22）
（＋ 11）

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

君
の
名は
。

上映中
〜

１ ６金
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鹿
こ こ

屋で暮らす

今月のカバー

苫野川の紅葉
表紙は吾平町上名の苫野川で、先月
30日に撮影したもの。色づいた紅葉と
青く透き通った水が印象的な景色を作
りあげていました。また苫野川は、市
指定の天然記念物「カワゴロモ」の自
生地としても知られています。



鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

学
ん
で
、
ま
ず
自
宅
近
く
の
大
姶
良

で
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し

大
姶
良
は
霜
が
降
り
や
す
く
、
大
根

を
凍
ら
せ
な
い
た
め
の
対
策
に
手
間

が
か
か
っ
た
の
で
、
約
40
年
前
に
浜

田
町
上
浜
田
に
作
業
場
を
移
し
ま
し

た
。
浜
田
町
は
、
海
風
の
影
響
で
霜

が
降
り
に
く
く
、
さ
ら
に
市
外
の
生

産
地
で
大
根
に
カ
ビ
が
発
生
す
る
よ

う
な
天
候
が
悪
い
時
で
も
、
乾
い
た

東
風
が
強
く
吹
き
、
カ
ビ
が
発
生
し

に
く
い
た
め
、
本
当
に
干
し
大
根
作

り
に
適
し
た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

生
産
を
始
め
た
当
初
は
私
一
人
で

し
た
が
、
周
辺
の
農
家
に
も
や
り
方

な
ど
教
え
、
現
在
私
を
含
め
４
戸
の

農
家
が
浜
田
町
で
干
し
大
根
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
干
し
大
根
の

需
要
が
増
え
て
お
り
、
少
し
づ
つ
生

産
量
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

干
し
大
根
作
り
は
9
月
上
旬
の
種

ま
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
11

月
下
旬
に
や
ぐ
ら
を
組
み
、
12
月
上

旬
か
ら
、
や
ぐ
ら
に
大
根
を
か
け
る

作
業
を
行
い
ま
す
。
大
根
を
や
ぐ
ら

に
か
け
た
後
は
、
年
明
け
の
1
月
下

旬
ま
で
干
し
続
け
ま
す
。

　

雨
や
雪
な
ど
が
降
る
と
大
根
が
痛

ん
で
し
ま
う
た
め
、
ま
さ
に
天
候
と

の
戦
い
で
す
。
今
年
の
1
月
に
は
大

雪
が
降
っ
た
影
響
で
大
根
が
凍
っ
て

し
ま
い
、
完
成
間
近
で
大
量
に
廃
棄

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

干
し
終
え
た
大
根
は
、
市
内
の
漬

物
工
場
で「
梅
か
ん
ぼ
し
」
と
い
う

製
品
に
加
工
さ
れ
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

並
び
ま
す
。
浜
田
の
寒
風
を
浴
び
て

出
来
上
が
っ
た
逸
品
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。」

　

鹿
児
島
の
冬
の
風
物
詩
と
も
言
わ

れ
る「
大
根
や
ぐ
ら
」。
県
内
で
は

錦
江
町
や
南
薩
が
有
名
で
す
が
、
鹿

屋
市
内
で
も
大
根
や
ぐ
ら
を
使
っ
た

漬
物
用
の
干
し
大
根
の
生
産
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
浜
田
町
で
干

し
大
根
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
永
重

篤
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
私
が
市
内
で
干
し
大
根
の
生
産

を
始
め
た
の
は
今
か
ら
約
50
年
前
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
大
根
占
町

（
現
錦
江
町
）で
干
し
大
根
の
運
搬
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
も

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
や
り
方
を

大
根
の
寒
干
し

大
根
の
寒
干
し

浜田町上浜田

永永な
が
し
げ

な
が
し
げ重重  

篤篤あ
つ
お

あ
つ
お夫夫  

さ
ん
さ
ん

干
し
大
根
生
産
農
家

干
し
大
根
生
産
農
家
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平
成
平
成
2828
年
度
年
度

　

市
で
は
、11
月
７
日
に
「
平
成
28
年
度
鹿
屋
市
表
彰
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
鹿
屋
市
表
彰
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
、
教
育

文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
、
一
般
篤と
っ
こ
う行

の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
政

の
発
展
に
貢
献
し
た
人
や
本
市
の
名
誉
を
高
め
た
人
又
は
団
体
を
表
彰
し
、

顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
表
彰
で
受
賞
さ
れ
た
９
人
及
び
２
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

功
績
は
主
な
も
の
だ
け
を
、
年
齢
は
11
月
７
日
現
在
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
政
策
推
進
課
（
３
階
）　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
２

表
彰
式
当
日
の
様
子

（ 左上）一堂に会して慶びを
語り合う受賞者

（ 左下）受賞者を代表して挨
拶する西薗孝行さん

（ 右上）受賞を祝して全員で
万歳三唱

　　鹿屋市消防団団長として、消防技術の向上や団員の
育成指導に努め、人命と財産を火災、災害から守ると
ともに、大隅肝属地区消防組合議会議長として同組合
議会の円滑な運営に尽力されるなど、本市の消防行政
の発展と地方自治の振興に多大な貢献をされました。

市民表彰（地方自治）

西
にし

薗
ぞの

　孝
こう

行
ゆき
さん

（古里町  75歳）

　　旧輝北町文化財保護審議委員や鹿屋市文化財保護審
議委員として、貴重な歴史文化資料の収集と保存に努
め、文化財指定や保護、文化教育の向上に尽力される
とともに、本市の戦争遺跡の指定や後進の指導・育成
に多大な貢献をされました。

市民表彰（教育文化）

歌
うた

丸
まる

　千
ち

敏
とし
さん

（輝北町上百引  92歳）

　　鹿屋市文化協会発足に尽力し、同協会の副会長など
を歴任するなど、芸術・文化意識の高揚と普及に努め
られるとともに、『劇団かんな』主宰として、数々の
脚本・演出を手掛けられるなど、本市の芸術・文化の
振興に多大な貢献をされました。

四
よつ

元
もと

　順
じゅん

一
いち
さん

（西原１丁目  79歳）
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　　串良町獣医師会会長や全国産業動物開業獣医師会副
会長などを歴任し、獣医学術及び技術の振興 ･普及に
努められるとともに、家畜伝染病の蔓

まんえん

延防止や家畜の
生産性向上に尽力されるなど、本市の畜産業の振興に
多大な貢献をされました。

市民表彰（産業経済）

（串良町岡崎  82歳）

　　肝属保護区保護司会鹿屋支部支部長や全国保護司連
盟副理事長などを歴任し、地域の犯罪や非行の予防、
保護司や保護司会の活動の充実を図るとともに、更生
保護事業の進展や安全・安心な社会づくりに多大な貢
献をされました。

市民表彰（社会福祉）

黒
くろ

江
え

　明
あき

男
お
さん

（打馬２丁目  78歳）

　　末次内科循環器科を開院され、院長として地域住民
の健康増進や疾病予防など、地域保健医療の向上に貢
献されるとともに、学校医として児童・生徒などの健
康診断や健康相談を行うなど、本市の医療福祉の向上
に多大な貢献をされました。

市民表彰（社会福祉）

末
すえ

次
つぐ

　和
かず

郎
ろう
さん

（西原２丁目  88歳）

　　鹿屋市スポーツ推進委員協議会会長として、競技力
の向上、スポーツ少年団の育成、市民の生涯スポーツ
の振興に尽力されるとともに、鹿屋市グラウンド・ゴ
ルフ協会初代会長として、同競技の普及に努めるなど、
本市の社会体育の発展に多大な貢献をされました。

市民表彰（教育文化）

川
かわ

元
もと

　公
きみ

郎
お
さん

（笠之原町  79歳）

　　鹿屋市土地改良連合会会長として、長年にわたり土
地改良区の健全な運営に尽力されるとともに、土地改
良施設の適切な管理や、農地の集団化等にも積極的に
取り組まれるなど、本市の農業振興と土地改良事業の
発展に多大な貢献をされました。

市民表彰（産業経済）

森
もり

元
もと

　鹿
しか

雄
お
さん

（横山町  80歳）

　　吾平町生活学校校長として身近な生活課題の解決・
改善に取り組んでいるほか、長年にわたり地域の子ど
もや高齢者のために率先して奉仕活動を実践した社会
貢献は、市民の模範になるとともに、地域社会の福祉
の向上や地域の活性化に多大な貢献をされました。

市民表彰（一般篤行）

朝
あさ

倉
くら

　チカ子
こ
さん

（吾平町麓  88歳）

　　大隅夜間急病センターや鹿屋市地域包括支援セン
ターを運営し、夜間初期救急医療の確保や在宅医療・
介護連携に尽力されるなど、保健・医療・福祉行政へ
多大な貢献をされた、公益社団法人鹿屋市医師会を特
別に表彰しました。

特別表彰

公益社団法人
鹿屋市医師会
会長　前

まえだ

田　稔
としひろ

廣

　　「第 59回全国高校選抜レスリング大会」で、初の全
国制覇を果たし、市民に大きな感動と明るい希望を与
えスポーツ振興に多大な貢献をされた、鹿屋中央高等
学校レスリング部を特別に表彰しました。

特別表彰

鹿屋中央
高等学校
レスリング部

さん
くら

田
た

　幸
ゆき

男
お
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鹿鹿こ

こ

こ

こ屋屋
でで

暮
ら
す

暮
ら
す

 　11 月、広島県福山市から鹿屋市へ 　11 月、広島県福山市から鹿屋市へ
移住した移住した今今

いまがわいまがわ

川川惠惠
けいすけけいすけ

介介さん・さん・淳淳
じゅんこじゅんこ

子子さん夫妻さん夫妻
と愛犬チャッピー。「空き家バンクを利と愛犬チャッピー。「空き家バンクを利
用した家はしっかりした造りで、持ち用した家はしっかりした造りで、持ち
主が大事にしていたことが伝わります。主が大事にしていたことが伝わります。
静かで、便利が良いところも気に入っ静かで、便利が良いところも気に入っ
ています」と語る。ています」と語る。

　

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す

　

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
人
口
を
増
や
す
・
維
持
す
る
た
め
、
大
隅
地

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
人
口
を
増
や
す
・
維
持
す
る
た
め
、
大
隅
地

域
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
存
在
価
値
を
高
め
、
若
者
に
魅
力
的
な
住
環
境
や
雇
用
、
教

域
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
存
在
価
値
を
高
め
、
若
者
に
魅
力
的
な
住
環
境
や
雇
用
、
教

育
環
境
を
創
造
し
、
鹿
屋
の
地
域
力
を
結
集
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

育
環
境
を
創
造
し
、
鹿
屋
の
地
域
力
を
結
集
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
開
始
し
た
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
は

　

今
回
は
、
こ
の
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
開
始
し
た
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
は

じ
め
と
す
る
定
住
促
進
事
業
と
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ん

じ
め
と
す
る
定
住
促
進
事
業
と
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問問
市
地
域
活
力
推
進
課
（
３
階
）　

☎
０
９
９
４

市
地
域
活
力
推
進
課
（
３
階
）　

☎
０
９
９
４--

3131--

１
１
４
７

１
１
４
７
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ま
し
た
。
こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人

口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
良

い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望
を

持
ち
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を

安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
、
地
域
社
会
を
担
う
個

性
豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
、
地

域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業

機
会
の
創
出
を
一
体
的
に
推
進
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
９
万
人
維
持
の
た
め
の

施
策

　
「
総
合
戦
略
」
で
は
、「
２
０
６
０

年
に
９
万
人
程
度
の
人
口
を
維
持
す

る
」
と
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
働
く
場
の
確
立
・
拡
大
、

子
育
て
環
境
の
充
実
、
健
康
寿
命
の

延
伸
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

定
住
促
進
に
関
す
る
事
業
も
そ
の

一
環
で
あ
り
、
定
住
を
促
進
す
る
た

め
に
、
昨
年
度
か
ら
、
市
外
か
ら
の

移
住
希
望
者
に
対
し
て
空
き
家
や
就

労
等
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
各

段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

　

近
年
、
放
置
さ
れ
た
空
き
家
の
増

加
が
全
国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
も
大
き
な
要
因
は
住
民

の
転
出
。
不
要
に
な
っ
た
家
屋
の
多

く
は
、
必
要
に
応
じ
て
所
有
権
の
移

転
や
解
体
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

様
々
な
理
由
で
、
手
付
か
ず
の
ま
ま

空
き
家
と
な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
空
き
家
の
中
に
は
ま
だ

快
適
な
環
境
で
人
が
住
め
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
貴
重

な
資
源
で
あ
る
空
き
家
を
、
地
方
創

生
事
業
の
一
環
で
あ
る「
定
住
促
進
」

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
市
は
平
成
27
年

６
月
か
ら「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
創

鹿
屋
市
の
人
口
と
将
来
予
測

　

鹿
屋
市
の
人
口
は
２
０
０
０
年

（
平
成
12
年
）
か
ら
減
少
傾
向
に
あ

り
、
さ
ら
に
２
０
１
１
年（
平
成
23

年
）
以
降
は
、
自
然
増
減
と
社
会
増

減
が
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
９
万
人
を

割
り
込
み
、
２
０
６
０
年
に
は
約

７
万
２
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
克
服
の
戦
略

　

そ
こ
で
鹿
屋
市
は
、「
鹿
屋
・
大
隅

が
成
長
す
る
活
力
を
取
り
戻
し
、
人

口
減
少
を
克
服
す
る
」
た
め
、
平
成

27
年
10
月
、「
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

設
し
ま
し
た
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」と
は
、
市
内
の

空
き
家
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
に

都
市
圏
か
ら
の
移
住
希
望
者
を
呼
び

込
も
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
配
置
し
て
い

る
定
住
相
談
員
が
、「
空
き
家
バ
ン

ク
」
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も

に
、
移
住
相
談
に
対
し
て
は
積
極
的

な
情
報
提
供
を
行
い
、
住
宅
改
修
助

成
や
家
賃
助
成
等
制
度
の
活
用
を
勧

め
る
な
ど
、
移
住
に
結
び
付
く
よ
う

務
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
11
月
現
在
、
こ
れ
ま
で

78
件
の
移
住
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
実
際
に「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を

利
用
し
た
移
住
者
は
、
９
世
帯
19
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

居
住
体
験
住
宅

　

地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら

い
、
移
住
に
結
び
付
け
る
た
め
、
美

里
吾
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
運

営
す
る
居
住
体
験
住
宅「
吾ア
イ
ラ
イ
ク

楽
暮
」

を
移
住
希
望
者
に
紹
介
し
、
利
用
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
様
々
な
助
成
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

※103,761人

25年前 25年後

平成２年
（1990年）

平成52年
（2040年）

平成12年
（2000年）

平成27年
（2015年）

103,608人
87,659人

16,000人
減少

※106,462人
鹿屋市の人口と将来予測

※は合併前の旧輝北町・旧串良町・旧吾平町の人口を含む

居住体験住宅「吾楽暮」の室内

　鹿屋市内に空き家を所有する人で、
移住希望者に対し、市のホームページ
を通じて空き家の情報提供を希望する
人は、ぜひ「空き家バンク」にご登録く
ださい。

　特に、少し手直しすれば、人が住め
るような空き家をお持ちの人は、次の
ような助成もありますので、ぜひご相
談ください。
◎ 「空き家バンク」に登録するための家
財等の処分費用助成

　補助率＝対象経費の３分の２（上限５万円）
◎ 「空き家バンク」登録住宅の改修費用
の助成

　補助率＝対象経費の２分の１（上限50万円）
※ このほか、町内会等の地域団体が、地域の
空き家をお試し住宅に改修する場合の助成
事業等もあります。

空き家を貸したい人・売りたい人は
市地域活力推進課へご相談を！

空き家バンク
登録者

鹿屋市
（空き家バンク）

空き家情報登録
（申込）

利用希望者情報
の紹介
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【
井
上
】　

き
っ
か
け
は
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
仕
事
に
限
界
を
感
じ
た
の

も
そ
の
一
つ
。
都
会
の
生
活
に
息
苦

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

移
住
後
は
、
も
う
仕
事
は
し
な
く

て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
は
こ
ち
ら
に
住
ん

で
み
て
大
家
さ
ん
と
も
非
常
に
良
い

関
係
を
持
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

手
伝
い
等
を
し
な
が
ら
忙
し
く
過
ご

し
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま

す
。

ど
う
や
っ
て
「
鹿
屋
市
」
を

知
っ
た
の
で
す
か

【
佐
藤
】　

福
岡
県
で
働
い
て
い
た
の

で
す
が
、
出
張
で
鹿
児
島
県
に
来
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
九
州
で
一
番
好
き

な
県
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
は

大
隅
を
訪
れ
る
機
会
は
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
都
会
に
帰
っ
て
移
住
を
考

え
始
め
た
時
に
、
大
隅
地
区
に
行
き

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
会
は
家
賃
が
高
い
で
す
ね
。
こ

ち
ら
は
仕
事
の
賃
金
は
低
い
で
す

が
、
総
合
的
に
み
る
と
、
そ
ん
な

ど
の
よ
う
な
思
い
で
移
住
を

決
め
た
の
で
す
か

【
佐
藤
】　

都
会
生
活
が
嫌
に
な
っ
た

と
い
う
の
も
、
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
渋
滞
や
満
員
電
車
に
疲
れ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鹿
屋

市
が
一
番
暮
ら
し
や
す
い
と
思
い
ま

し
た
。

【
舩
木
】　

九
州
は
気
候
が
温
暖
で
、

南
に
下
る
ほ
ど
、
人
も
陽
気
に
な
っ

て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
寒
い
の

が
苦
手
だ
っ
た
こ
と
も
原
因
で
す
。

鹿
屋
は
肉
や
野
菜
が
と
て
も
お
い
し

い
と
感
じ
ま
す
ね
。

移住者との

「“本気”で語ろう会」

を開催しました

「空き家バンク」オーナー

大
おおぞの

園 次
つぎ お

男さん・トミ子
こ

 さん 夫妻

　10 月 23 日、吾平町上名の黒
く ろ は ね

羽子地区で、鹿屋市
への移住者との「本気で語ろう会」を開催しました。
会場は、今年５月に神奈川県藤沢市から移住してき
た井上亮さんが住む一軒家。
　井上さんを含む４世帯６人の移住者と、井上さん
の住宅のオーナーである大園次男さん・トミ子さん
夫妻が参加し、移住のきっかけや、鹿屋市の魅力な
どを本気で語ってもらいました。

佐
さとう

藤 耕
こういち

一 さん
（前住所：神奈川県海老名市）

空
き
家
に
住
ん
で
く
れ
る
人
が
い

て
私
た
ち
も
家
も
喜
ん
で
い
ま
す

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

井
いのうえ

上 亮
りょう

 さん
（前住所：神奈川県藤沢市）

舩
ふなき

木 克
かつひろ

祐 さん・聖
せいこ

子さん夫妻
（前住所：島根県浜田市）

 

私（
次
男
さ
ん
）
は
、
こ
こ
上
名

の
黒
羽
子
地
区
に
小
さ
い
頃
か
ら
住

ん
で
い
て
、
30
年
ほ
ど
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
今
は
同
じ
吾
平
町
の
下
名

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
暮
ら
し
の
井
上
さ
ん
の
移
住

に
つ
い
て
は
、
正
直
、
大
丈
夫
か
な

と
思
い
ま
し
た
が
、
５
月
に
移
住
し

て
以
来
、
誰
と
で
も
親
し
く
な
り
、

農
作
業
も
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
る
た

め
、
周
囲
の
人
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
で
は
、
井
上
さ
ん
本
人
も
、
野
菜

を
作
っ
た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
い

こ
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
田
舎
で
も
不
自
由
し
な
い

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
野
菜
も
自
分

で
作
れ
る
し
、
今
は
移
動
販
売
で
の

買
い
物
も
で
き
ま
す
。
水
も
お
い
し

い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を
楽
し

い
と
思
っ
て
来
る
人
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
い
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

※参加者の発言内容は一部省略しています。

→

→
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鹿
屋
市
に
来
て
感
じ
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

【
川
口
】　

鹿
屋
市
は
志
布
志
に
近

く
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
な
ど
が
あ
る

の
で
、
バ
イ
ク
を
乗
る
人
に
と
っ
て

は
、ア
ク
セ
ス
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

【
井
上
】　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

で
も
、
一
部
の
人
は
か
な
り
の
所
得

を
得
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
そ
う

い
っ
た
面
で
も
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、

鹿
屋
市
に
移
住
者
も
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
舩
木
】　

鹿
屋
市
に
来
て
農
地
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
将
来
性
を
感

じ
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
が
道
路
を

走
っ
て
い
る
の
を
見
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
串
良
で
も
農
業
が
集
約
さ

れ
て
い
て
、
大
規
模
集
約
型
の
農
業

を
や
る
の
で
あ
れ
ば
適
地
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
鹿
屋
市
の
街
並
み
は
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
ん

で
み
て
感
じ
た
の
は
、
遺
跡
や
戦
跡

が
と
て
も
多
い
こ
と
。
た
だ
、
案
内

の
看
板
が
分
か
り
に
く
い
で
す
ね
。

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
状
で
は
、
探
し
て

も
、
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

知
覧
は
有
名
で
す
が
、
鹿
屋
市
の

特
攻
基
地
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

に
お
金
も
か
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

【
井
上
】　

移
住
先
の
条
件
と
し
て
、

今
ま
で
ず
っ
と
都
会
暮
ら
し
だ
っ
た

の
で
、
本
当
の
田
舎
で
は
暮
ら
し
て

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
は
、
あ
る
程
度
都
会
で
利

便
性
も
あ
っ
て
、
移
住
先
の
条
件
を

満
た
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
も
豊
富

で
、
観
光
地
も
あ
り
、
都
会
的
な
環

境
も
あ
り
ま
す
。

　

い
く
ら
で
も
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
ね
。

【
舩
木
】　

移
住
情
報
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
と
思
い
ま

す
。
移
住
先
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
探
し
て
、
九
州
地
区
で
こ

ち
ら
が
必
要
な
情
報
が
出
て
い
た
の

は
、
鹿
児
島
県
内
で
は
鹿
屋
市
と
大

崎
町
だ
け
で
し
た
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
情
報
も
た
く

さ
ん
出
て
い
て
、
物
件
の
間
取
り
や

部
屋
の
状
況
等
、
具
体
的
に
把
握
で

き
た
の
も
鹿
屋
市
だ
け
で
し
た
。

　

住
宅
改
修
助
成
制
度
に
つ
い
て
は

助
か
り
ま
し
た
が
、
助
成
金
を
目
当

て
に
来
た
人
は
、そ
れ
を
目
当
て
に
、

ま
た
ほ
か
の
市
へ
移
住
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
の

で
、
あ
ま
り
助
成
制
度
を
重
視
し
な

く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
移
住
し
て
く
る
人
の
質
が
落
ち

る
気
が
し
ま
す
。

川
かわぐち

口 勲
いさお

 さん・千
ち よ み

代美さん夫妻
（前住所：滋賀県東近江市）

串
良
の
平
和
公
園
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

地
域
住
民
と
の
関
係
は
ど
う

で
す
か

【
舩
木
】　

近
所
の
方
々
が
と
て
も
よ

く
し
て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
料
理
を

い
た
だ
い
た
り
、
作
り
方
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
職
場
の

若
い
女
性
が
地
元
か
ら
出
た
く
な
い

と
話
す
の
を
聞
く
と
、
や
っ
ぱ
り
鹿

屋
市
は
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
と
こ

ろ
な
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　朝日新聞出版発行の週刊誌『Ａ
ア エ ラ

ＥＲＡ』
の平成27年９月14日号の特集記事「移住
しやすい街110」で、鹿屋市は１位～ 23
位圏内にランクインしました。これは、
人口の流出入、子どもの数や病院の多さ、
家賃の安さなどの客観的な統計データを
基に『ＡＥＲＡ』が独自に抽出したもの。
全国から320の自治体をランキング付け

した上で、その中から110の自治体を選出。更に鹿屋市を含む上位
23の自治体をピックアップして紹介しています。
　なお、子育て世代と高齢者にとって、いずれも最高ランクと評価
されたのは、鹿屋市を含む６自治体のみ。記事の中で、鹿屋市は「豊
かな食材を育む自然環境を有し、市街地には商業施設・病院・教育
機関などが充実。ほどよい地方都市」として、子育て世代と高齢者
にとって移住しやすい街と紹介されています。

��� ����	
��
 �������

鹿鹿
こ ここ こ

屋屋でで暮らす暮らす
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10
月
30
日
、
県
民
健
康
プ
ラ
ザ

多
目
的
広
場
で
「
第
23
回
大
隅
竜

神
大
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
大
隅

竜
神
太
鼓
や
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
出
店
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
「
第

18
回
お
お
す
み
木
材
ま
つ
り
」
で

は
模
擬
棟
上
式
が
行
わ
れ
、
餅
な

ど
が
ま
か
れ
る
と
、
来
場
者
は
一

斉
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、

輝
北
運
動
場
な
ど
で「
星
の
ふ
る

さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
６
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
の「
か

の
や
市
商
工
会
輝
北
秋
祭
り
」
で

は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
花
火
の
打
ち

上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
６

日
の
本
祭
で
は
、
歌
手
の
石
い
し
は
ら
じ
ゅ
ん

原
詢

子こ

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
江
夏
豊
さ
ん
の
野
球

教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
約
２
，

８
０
０
人
の
観
客
は
、
大
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で「
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
に

明
治
維
新
１
５
０
周
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
機
運
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
10
月
の
鹿
児
島
市
に
続
き

鹿
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
も
の
。
大

隅
の
郷
士
が
遺の
こ

し
た
日
記
な
ど
を

通
し
て
、
県
内
外
の
研
究
者
が
語

る
明
治
維
新
期
の
大
隅
地
域
の
話

に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

大
隅
竜
神
大
祭
・
お
お
す
み
木
材
ま
つ
り

イベント

明
治
維
新
期
の
大
隅
を
語
る

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
６

　

11
月
４
日
、
鹿
児
島
市
の
ド

ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
で
、
鹿
屋
女

子
高
校
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
２

年
生
25
人
が
お
茶
な
ど
の
鹿
屋

の
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
目
的
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

女
子
高
生
が
鹿
屋
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　

11
月
20
日
、
西
原
運
動
場
で

「
あ
ま
ぱ
く
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
ス
イ
ー

ツ
店
16
店
舗
が
一
堂
に
会
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
や
プ
リ
ン
な
ど
の
販
売
店
に

多
く
の
来
場
者
が
行
列
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

市
内
の
あ
ま
〜
い
お
菓
子
が
大
集
合

２
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
を
鑑
賞

　

10
月
30
日
、
南
町
で「
コ
ス

モ
ス
鑑
賞
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
周
辺
に
は
２
０
０
万

本
の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
、

来
場
者
は
写
真
撮
影
な
ど
を
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
江
戸
時
代
か
ら

の
伝
統
が
あ
る「
田
の
神
舞
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

�
�������	
��������������		
���

�
�������	
���
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11
月
20
日
、
東
京
都
内
で
「
第

18
回
関
東
か
の
や
会
総
会
」
が
開

催
さ
れ
、
関
東
地
区
在
住
の
市
出

身
者
な
ど
１
５
８
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
昨
年
度
の
事
業

報
告
や
鹿
屋
市
ふ
る
さ
と
会
活
動

支
援
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
総
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
県
出
身
の
歌
手
の
歌
唱
や
鹿

屋
女
子
高
校
Ｏ
Ｇ
の
「
な
の
は
な

会
」
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど

が
あ
り
、
会
員
同
士
親
交
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

「
関
東
か
の
や
会
」総
会

行　政

　

11
月
４
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で
、
初
の
「
市
政
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各

種
政
策
の
取
組
状
況
等
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
し
、
市
政
へ
の
関

心
と
興
味
を
よ
り
一
層
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
。

　

映
像
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、

市
長
が
市
の
現
状
と
課
題
、
政

策
に
つ
い
て
説
明
。
集
ま
っ
た
約

３
８
０
人
の
参
加
者
は
、
時
折
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
、
興
味
深
く
聞

い
て
い
ま
し
た
。

初
の「
市
政
報
告
会
」を
開
催

　

11
月
12
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
周
辺
で
、「
第
4
回
鹿
屋

市
高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
認
知
症
高
齢
者
へ

の
対
応
や
行
方
不
明
に
な
っ
た

時
の
捜
索
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
93
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
を
学
ぶ

　

11
月
12
日
、
輝
北
町
上
百

引
の
国
道
５
０
４
号
沿
い
の
花

壇
に
花
苗
を
植
栽
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

元
の「
ま
ち
を
明
る
く
す
る
会
」

が
、
住
民
や
保
育
園
に
呼
び
掛

け
た
も
の
で
、
パ
ン
ジ
ー
や
葉

ボ
タ
ン
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

明
る
い
ま
ち
を
目
指
し
て

秋
の
牧
場
に
31
頭
が
仲
間
入
り

　

11
月
８
日
、
鳴
之
尾
牧
場

で
、
秋
の
入
牧
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
環
境
の

下
で
足
腰
の
強
い
乳
牛
を
育
成

し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
春
と
秋
の
年
2

回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
入
牧

し
た
子
牛
31
頭
は
、
牧
場
を
元

気
に
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

福　祉ボランティア

　

10
月
29
日
、
霧
島
市
の
姶
良
中

央
家
畜
市
場
で
、
「
県
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
か
ら
出
品
さ
れ
た
19
頭

の
乳
用
牛
の
う
ち
、
未
経
産
の
部

で
鹿
屋
農
業
高
校
の
「
Ｋカ

ノ

Ａ
Ｎ
Ｏ

シ
ド 
マ
ー
ク
ス
マ
ン
」
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
経
産
の
部
で

柿か
き
も
と
ひ
ろ
し

元
博
志
さ
ん
と
釘く
ぎ
た
た
け
る

田
武
さ
ん
の

出
品
牛
が
最
優
秀
賞
１
席
を
獲
得

す
る
な
ど
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
と
と
も
に
、
県
酪
大
隅
支
所
が

団
体
６
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

畜　産

　

11
月
７
日
、
南
九
州
市
の
Ｊ

Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
、

「
県
肉
牛
枝
肉
共
進
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
９
地
区
か
ら
80
頭
が
出
品

さ
れ
た
中
、
郷
之
原
町
の
郷ご
う
は
ら
や
す

原
康

成な
り

さ
ん
が
出
品
し
た
「
勝か
つ
ひ
さ久
」
号

が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞

（
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
に

輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
肝
属
地
区
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
個
人
・
団
体
で
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

地　域

県
肉
牛
枝
肉
共
進
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
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11
月
23
日
、
串
良
平
和
公
園
催

物
広
場
で「
第
41
回
く
し
ら
黒
土
祭

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
名
物
イ
ベ
ン
ト
の「
農

産
物
獲
得
ク
イ
ズ
」
や「
卵
の
つ
か

み
取
り
」の
ほ
か
、
農
畜
林
産
物
の

直
売
や
大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
園
児
に
よ
る「
ち

び
っ
こ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
」
や「
歩

行
者
天
国
」な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場

一
帯
は
約
１
８
，
０
０
０
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

秋
の
恵
み
を
求
め
に
ぎ
わ
う「
第
41
回
く
し
ら
黒
土
祭
り
」

　

11
月
13
日
、
吾
平
振
興
会
館
周

辺
で「
第
39
回
美
里
あ
い
ら
農
業

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
農
林
産
物
の
即
売
や

重
量
当
て
ク
イ
ズ
、
抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
卵
の
つ
か
み

取
り
に
は
多
く
の
来
場
者
が
列
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、隣
接
の
相
撲
場
で
は
、「
第

１
１
８
回
宮
下
相
撲
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
大
人
顔
負
け
の
熱
い
戦
い
に
、

観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

第
39
回
美う

ま
し
さ
と

里
あ
い
ら
農
業
祭
・
第
１
１
８
回
宮
下
相
撲
大
会

　

11
月
23
日
、
串
良
地
区
で「
か
の
や
戦
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」が
行
わ
れ
、
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歩
い
て
戦
跡
を
巡
る
こ
と
で
、
市
内
の
戦
争

の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た

も
の
。

　

参
加
者
は
大
塚
山
公
園
や
地
下
壕
第
一
電
信
室
な
ど
の

戦
跡
を
歩
い
て
巡
り
、
同
行
し
た
平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
跡
を
歩
い
て
巡
る

　

11
月
５
日
・
６
日
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の「
２
０
１
６
／
１
７
Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
男

子
鹿
屋
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
特
設
の
観
客
席
を
設
置
し
、
よ
り
観
戦

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
演
出
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た

柳や
な
ぎ
だ
ま
さ
ひ
ろ

田
将
洋
選
手
、
清し
み
ず
く
に
ひ
ろ

水
邦
広
選
手
、
深ふ
か
つ
ひ
で
お
み

津
英
臣
選
手
ら

有
力
選
手
が
出
場
す
る
と
あ
っ
て
、
来
場
し
た
大
勢
の

観
客
は
大
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
有
力
選
手
が
熱
戦

　

11
月
22
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
で「
お
お
す
み
観
光

の
未
来
を
創
る
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
隅
地
域
の
広
域
観
光
を
推
進
す
る
た
め
、

４
月
に
就
任
し
た「
大
隅
広
域
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

石
田
一
彦
さ
ん
の
活
動
中
間
報
告
、
地
域
で
活
躍
す
る
ふ

く
ど
め
小
牧
場
の
事
例
発
表
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
大
隅
の
広
域
観
光
の

現
状
や
今
後
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

大
隅
の
観
光
に
つ
い
て
考
え
る

イベント
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11
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
、
串

良
公
民
館
な
ど
で
「
第
45
回
串

良
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
・
３
日
の
舞
台
発
表
で

は
、
小
学
生
の
郷
土
芸
能
披
露
や

保
育
園
児
の
遊
戯
、
文
化
協
会
な

ど
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
展

示
発
表
で
は
園
児
・
児
童
・
生
徒

な
ど
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
３
日
は
バ
ザ
ー
も
あ

り
、
期
間
中
約
４
，
５
０
０
人
の

来
場
者
が
訪
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

第
45
回
串
良
町
文
化
祭

　

11
月
11
日
、
10
月
に
長
崎
県

で
開
催
さ
れ
た「
第
29
回
全
国

健
康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
）
な
が
さ
き
大
会
」
の
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
で
、
個

人
戦
全
国
３
位
の
好
成
績
を
収

め
た
森も
り
や
ま
つ
き
お

山
月
男
さ
ん
が
関
係
者

と
と
も
に
市
役
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会
で
好
成
績

　

11
月
４
日
、
韓
国
の「
全ぜ
ん
ら羅

北ほ
く
ど
う道
か
ご
し
ま
ク
ラ
ブ
」
の
訪

問
団
12
人
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
鹿
屋
市

で
の
交
流
は
平
成
11
年
か
ら
続

い
て
お
り
、
滞
在
中
、
一
行
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
市

民
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

韓
国
の
親
善
交
流
団
が
訪
問

空
手
で
好
成
績
を
収
め
る

　

11
月
１
日
、
極
真
空
手
の
全

国
大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
、

細
山
田
中
１
年
の
榎え
の
き
だ
に
り
お

谷
吏
織
さ

ん（
型
・
優
勝
、組
手
・
準
優
勝
）、

細
山
田
中
２
年
の
隈く
ま

元も
と
ゆ
い結
さ
ん

（
型
・
準
優
勝
）、
鹿
屋
高
校
３

年
の
隈
く
ま
も
と
あ
か
り

元
星
さ
ん（
型
・
３
位
）

が
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、

市
文
化
会
館
及
び
市
中
央
公
民

館
で
「
第
47
回
鹿
屋
市
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表

で
は
演
劇
や
詩
吟
な
ど
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た

ほ
か
、
展
示
発
表
で
は
絵
画
や
書

道
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
煎せ
ん
ち
ゃ
ど
う

茶
道
や
茶
道
の
振

る
舞
い
も
行
わ
れ
、
期
間
中
訪
れ

た
約
４
，
０
０
０
人
の
来
場
者
は

文
化
・
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

第
47
回
鹿
屋
市
文
化
祭

英
霊
を
慰
め
平
和
を
誓
う

　

11
月
21
日
、
市
体
育
館
で
「
平

成
28
年
度
鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
戦

没
者
の
御
霊
を
慰
め
、
併
せ
て
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た

め
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
遺
族
や
関
係
者
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
。
式
で
は
、
参

列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た

後
、
鹿
屋
中
央
高
校
２
年
の
中
尾

楓か
え
でさ

ん
に
よ
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、

吾
平
振
興
会
館
で
「
第
40
回
美

里
あ
い
ら
文
化
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
で
は
郷

土
芸
能
の
「
そ
ば
切
り
踊
り
」
や

「
持
田
棒
踊
り
」
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
展
示
発
表
で
は
、
ち

ぎ
り
絵
や
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郷

土
料
理
を
提
供
す
る
「
美
里
あ
い

ら
元
気
市
」
も
あ
り
、
期
間
中
約

３
，
０
０
０
人
の
来
場
者
で
大
い

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
40
回
美
里
あ
い
ら
文
化
祭

式　典

来　訪
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１月　市民協働ショップ「K
キ タ ダ

ITADA S
サ ル ッ ガ

ARUGGA」
　　　がオープン
女性と若者の視点を生かした市民協働ショップ
「KITADA SARUGGA」がオープンしました。

１月　鹿屋市制施行 10周年記念式典
新市誕生 10 周年を祝う記念式典を開催し、10
年の歩みを振り返る映像の上映や名誉市民称
号の贈呈、特別表彰などを行いました。

１月　市内で５年ぶりの大雪を観測
１月23日から 24日にかけて、市内で５年ぶり
の大雪を観測し、各地で道路の凍結や通行止め
などが発生しました。

■
１
月
■

１
日

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
会（
輝
北
町
上
百
引
）

新
春
歩
こ
う
会（
串
良
町
上
小
原
・
細
山
田
）

７
日

輝
北
地
区
合
同
七
草
祝
い

８
日

９
日

10
日

市
民
協
働
シ
ョ
ッ
プ「KITAD

A SARU
G
G
A

」

　

が
北
田
町
に
オ
ー
プ
ン

鹿
屋
市
体
育
協
会「
け
い
こ
始
め
式
」

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
第
７
回
小
学
生
ド
ッ
ジ

　

ボ
ー
ル
大
会

鹿
屋
市
成
人
式

16
日

名
物
あ
い
ら
木
市
祭（
17
日
ま
で
）

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
大
和
選
手
が
自
主
ト
レ

（
23
日
ま
で
）

23
日

く
し
ら
二
十
三
や
市（
24
日
ま
で
）

24
日

市
内
で
５
年
ぶ
り
の
大
雪
を
観
測

第
34
回
鹿
屋
市
美
術
展（
31
日
ま
で
）

27
日

30
日

31
日

零
戦
が
市
内
で
テ
ス
ト
飛
行

鹿
屋
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

か
の
や
豚
ば
ら
丼
ま
つ
り

第
58
回
串
良
町
内
一
周
駅
伝
大
会

■
２
月
■

１
日

６
日

国 

土
交
通
省
大
隅
河
川
国
道
事
務
所
と「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
相
互
接
続
等
に
関
す

る
協
定
」を
締
結

大
隅
半
島
・
か
の
や
よ
か
と
こ
フ
ェ
ア

　
（
大
阪
府
豊
中
市
・
７
日
ま
で
）

７
日

第 

22
回
美
里
あ
い
ら
心
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会

高 

校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
〜
あ

る
王
の
物
語
〜
」

10
日

鹿
屋
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
ひ
と
り
金
婚
式

11
日

14
日

鹿
屋
女
子
高
校「
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
」

Ｓ 

ｈ
ｏ
ｗ-

１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
で「
カ

ン
パ
チ
de
リ
ゾ
ッ
ト
」が
優
勝

高
隈
山
で「
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
ト
レ
イ
ル
」
を
初

　

開
催

16
日

20
日

21
日

第 
63
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
で
郷
土
入
り

第
39
回
鹿
屋
市
保
健
福
祉
フ
ェ
ス
タ

中
津
神
社
か
ぎ
引
き
祭
り（
上
高
隈
町
）

山
宮
神
社
春
祭
り（
串
良
町
細
山
田
）

2016年を
振り返る

2016 Event

２月　Show-1 グルメグランプリで優勝
霧島市で行われた「第６回 Show-1グルメグラ
ンプリ」で、市からエントリーした「カンパチ
deリゾット」が優勝しました。

　新市が誕生してから10年の節目を
迎えた2016年。１月には「鹿屋市制
施行10周年記念式典」を開催し、10
年の歩みを振り返る映像の上映や名
誉市民称号の贈呈などを行いました。
　スポーツ分野では、今年も多くの
プロ・アマチュアのスポーツ選手が
市を訪れ、昨年12月に完成した串
良平和公園屋内練習場や鹿屋体育大
学などを活用して合宿を行いました。
８月にはリオデジャネイロオリン
ピック「自転車競技女子オムニアム」
に、「C

シエル

IEL B
ブ ル ー

LEU鹿屋」の塚越さくら選
手が出場。同じく８月に行われた全
国高校総合体育大会カヌー競技で鹿
屋高校３年の前田将

まさひろ

宏選手が優勝す
るなど目覚ましい活躍がありました。
　また１月の大雪や４月の「平成28
年熊本地震」、９月に大隅半島に上
陸し、橋の流出や道路の寸断、床下・
床上浸水等の甚大な被害をもたらし
た台風16号など、自然の脅威を感じ
た１年となりました。
　このほか、「S

シ ョ ウ

how-1
ワン

グルメグラン
プリ」での優勝や「全国丼サミット」
の九州初開催など、様々な出来事が
起こったこの１年間を、年表と写真
で振り返ります。
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　　　　2016年を振り返る  

４月　 鹿屋市地域包括支援センターが開所
市内４か所にあった地域包括支援センターを
統合し、吾平町鉄道資料館跡地にオープンしま
した。

４月　 平成 28 年熊本地震発生に伴う「大隅
半島４市５町復興支援チーム」発足

熊本地震の発生に伴い、大隅半島の４市５町
で復興支援チームを結成し支援を行いました。

５月　 「鹿屋市観光協会」が設立
「鹿屋市観光協会」、「鹿屋市物産協会」、「かの
やツーリズム推進協議会」の統合が承認され、
新たに「鹿屋市観光協会」が設立されました。

３月　 百引郵便局が輝北総合支所内に移転
自治体の庁舎内に郵便物の収集から配達まで
行う郵便局が入るのは、九州管内では初めて
のことです。

３月　「消費生活相談業務の広域的対応に
　　　関する協定」を締結
東串良町、錦江町、南大隅町と広域連携で消
費生活相談行う協定を締結しました。

■
３
月
■

５
日

串
良
人
旅
立
ち
式（
串
良
中・上
小
原
中
校
区
）

 （
６
日
・
細
山
田
中
校
区
）

６
日

石
牟
礼
神
社
春
の
例
祭（
輝
北
町
平
房
）

第
９
回
高
隈
い
き
い
き
歩
こ
う
会

12
日

17
日

串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
っ
し
ょ
い
祭
り

平
成
27
年
度
吾
平
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

22
日

百
引
郵
便
局
移
転
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

25
日

２
０
１
６
く
し
ら
桜
ま
つ
り（
４
月
３
日
ま
で
）

27
日

高
隈
山
の
山
開
き

神
野
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
安
全
祈
願
祭

30
日
「
消
費
生
活
相
談
業
務
の
広
域
的
対
応
に
関
す

　

る
協
定
」を
締
結

■
４
月
■

１
日

鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式

２
日

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
追
悼
式

４
日

５
日

春 

の
全
国
交
通
安
全
運
動
及
び
地
域
安
全

運
動
出
発
式

鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
歓
迎
会

８
日

塚
越
さ
く
ら
選
手
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
に
伴
う「
懸
垂

　

式
」、「
電
光
掲
示
板
点
灯
式
」

10
日

輝
北
畜
産
ま
つ
り

12
日

18
日

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
県
公
共
嘱
託
登
記

　

土
地
家
屋
調
査
士
協
会
と「
災
害
時
の
応

　

急
対
策
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
に
伴
う「
大
隅
半

　

島
４
市
５
町
復
興
支
援
チ
ー
ム
」が
発
足

21
日

28
日

鳴
之
尾
牧
場
春
の
入
牧

「
横
浜
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
」
と
の

　

友
好
協
定
を
締
結

29
日

か 

の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
６
春

　
（
６
月
５
日
ま
で
）

輝
北
・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

■
５
月
■

１
日

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー

３
日

第
９
回
や
ね
だ
ん
芸
術
祭　

 （
串
良
町
上
小
原
・
５
日
ま
で
）

リ
ナ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭

８
日

第
５
回
図
書
館
ま
つ
り

第 

28
回
南
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

IN
き
ほ
く

10
日

㈱
西
原
商
会
が
エ
コ
箸
１
万
膳
を
寄
贈

11
日

人
型
会
話
ロ
ボ
ッ
ト「p

ペ
ッ
パ
ー

epper

」
を
使
用
し

　

た
授
業
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
（
鹿
屋
女
子

　

高
校
）

15
日

大
隅
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

18
日

鹿 

児
島
興
業
信
用
組
合
と「
健
康
診
査
事
業

の
推
進
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結

25
日
「
大
隅
広
域
観
光
協
会
準
備
会
」が
設
立 

28
日

ひ
ら
ぼ
う
ほ
た
る
の
里
ほ 

た
る
祭
り

　
（
輝
北
町
平
房
・
６
月
11
日
ま
で
）

30
日

鹿
屋
市
防
災
会
議

31
日
「
鹿
屋
市
観
光
協
会
」が
設
立

■
６
月
■

３
日

か 

の
や
ば
ら
園
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ナ
イ
ト（
５
日
ま
で
）

４
日

５
日

８
日

鹿
屋
寺
子
屋
の
開
講
式

第
14
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
鹿
児
島
県
鹿
屋
大
会

か
の
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
立

12
日

23
日

25
日

関
東
地
区
吾
平
会
総
会

Ｅ
９
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
in
鹿
屋

家
庭
教
育
講
演
会

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
IN
鹿
屋

26
日

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

関
西
鹿
屋
会
総
会

６月　鹿屋寺子屋の開講式
小学生の学習支援と郷土愛育成を目的として、
「大姶良夢

むげ ん

現塾」、「はなおか未来塾」の２つの
寺子屋が開講しました。
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８月　高校生議会を初開催
若者と行政が一緒になって市の現状や未来につ
いて考える機会となるよう、市内６つの高校が
参加して初めて高校生議会を開催しました。

７月　鹿屋女子高校で議会報告会を初開催
高校生に議会や選挙に関心を持ってもらおう
と、初めて鹿屋女子高校で議会報告会を開催し
ました。

７月　日本青年会議所九州地区協議会九州
　　　地区大会 2016 鹿屋大会
九州地区 78 か所の青年会議所会員が集結し、
鹿屋で初めて地区大会が行われました。

８月　塚越さくら選手が市役所を訪問
リオデジャネイロオリンピック「自転車競技
女子オムニアム」に出場した、「CIEL BLEU 鹿屋」
の塚越さくら選手が市役所を訪問しました。

８月　「Ｃ＆Ｋ」にかのやばら大使を委嘱
本市出身の K

キ ー ン

EEN さんと栃木県出身の C
ク リ ビ ー

LIEVY
さんの男性２人組人気ボーカルユニット「C＆
K」に「かのやばら大使」を委嘱しました。

８月　 全国高校総合体育大会のカヌー競技で
前田将宏選手が優勝

鹿屋高校３年の前田将宏選手が全国高校総合
体育大会のカヌー競技で優勝しました。

■
７
月
■

１
日

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式

３
日

鹿
屋
市
健
康
ま
つ
り

４
日

鹿
屋
女
子
高
校
で
議
会
報
告
会
を
初
開
催

７
日

夏
季
観
光
施
設
開
設
式

17
日

肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
か
の
や

関
東
串
良
会
総
会

19
日

第 

74
回
鹿
屋
市
父
親
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 （
21
日
ま
で
）

23
日

２
０
１
６
く
し
ら
夏
祭
り

26
日

鹿
屋
市
立
地
企
業
懇
話
会

27
日

星
塚
敬
愛
園
第
38
回
夏
祭
り
納
涼
大
会

28
日

鳴
之
尾
牧
場
畜
魂
祭

30
日

日
本
青
年
会
議
所
九
州
地
区
協
議
会
九
州

　

地
区
大
会
２
０
１
６
鹿
屋
大
会（
31
日
ま

　

で
）

■
８
月
■

１
日

高
校
生
議
会
を
初
開
催

美
里
吾
平
新
米
イ
ク
ヒ
カ
リ
出
発
式

４
日

男 

性
２
人
組
人
気
ボ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の

「
Ｃ
＆
Ｋ
」
に
、
か
の
や
ば
ら
大
使
を
委

嘱

５
日

か 

の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
平
和
の

花
束
２
０
１
６
〜

６
日

か
の
や
夏
祭
り（
納
涼
花
火
大
会
・
７
日
）

７
日

美
里
あ
い
ら
夏
祭
り

高
須
町
祇
園
祭

11
日

か
の
や
ぐ
る
輪り
ん

サ
イ
ク
リ
ン
グ

12
日

全 

国
高
校
総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル（
２
０
０
ｍ
）

　

で
前
田
将
宏
選
手
が
優
勝

15
日

第
21
回
終
戦
記
念
日
の
集
い

17
日

塚 

越
さ
く
ら
選
手
が
出
場
し
た
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
自
転
車

競
技
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

「
鹿
屋
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
」が
発
足

18
日

夏
休
み
農
業
体
験
ツ
ア
ー

第
３
回
鹿
屋
市
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

20
日

ち
び
っ
こ
の
り
だ
ー
夏
合
宿
in
神
野
小
学

　

校（
21
日
ま
で
）

23
日

ミ 

ュ
ー
ジ
カ
ル「
花
戦
さ
」
を
東
京
で
初
め

て
公
演（
24
日
ま
で
）

25
日

美 

里
あ
い
ら
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
26
日
ま
で
）

26
日

塚
越
さ
く
ら
選
手
が
市
役
所
を
訪
問

「
第
31
回
県
消
防
操
法
大
会
」
の
小
型
ポ
ン

　

プ
の
部
で
、
肝
属
支
部
代
表
と
し
て
出

　

場
し
た
平
南
分
団
が
準
優
勝

29
日

ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
開
始
式（
大
姶
良
）

30
日

ぶ
ら
り
京
町
横
丁

■
９
月
■

１
日

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展（
30
日
ま
で
）

５
日

移
動
販
売
車「
走
る
Ａ
・
コ
ー
プ
」出
発
式

10
日

笠
之
原
十
五
夜
大
綱
引
大
祭

11
日

第
50
回
串
良
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

東
京
の
ス
ー
パ
ー
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
」

　

で
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク

15
日

観
月
会（
輝
北
天
球
館
）

18
日

第 
12
回「
鹿
屋
杯
」
全
国
高
等
学
校
選
抜
剣

道
錬
成
大
会

第
70
回
県
民
体
育
大
会

20
日

台
風
16
号
が
大
隅
半
島
に
上
陸

21
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
出
発
式
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９月　 鹿屋市鉄道記念館リニューアルセレ
　　　モニー
昭和 63 年にオープンした鹿屋市鉄道記念館を
見やすく分かりやすくリニューアルしました。

８月　「第 31回県消防操法大会」小型ポンプ
　　　の部で平南分団が準優勝
「第 31 回県消防操法大会」に肝属地区代表と
して出場した平南分団が準優勝しました。

９月　台風 16号が大隅半島に上陸
台風 16 号が大隅半島に上陸し、橋の流出や床
下・床上浸水、道路の寸断など甚大な被害を
もたらしました。

11 月　市政報告会を初開催
各種政策の取組状況を説明する「市政報告会」
を初めて開催し、市長が映像などを使いなが
ら、説明を行いました。

11 月　第 8回全国丼サミット in かのや
第 8回目となる全国丼サミットが九州で初め
て開催され、全国 24 の丼が２日間で２万 2,000
食販売されました。

11 月　吉田沙保里選手夢教室
レスリングでオリンピック３連覇等、輝かしい
成績を収めている吉田沙保里選手が市を訪れ、
レスリング教室と講演会を行いました。

　　　　2016年を振り返る  

第
１
回
鹿
屋
市
空
家
等
対
策
協
議
会

22
日

第
64
回
野
里
消
防
大
相
撲
大
会

24
日

日
露
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６

25
日

東
京
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク

30
日

鹿 

屋
市
鉄
道
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
セ
レ

モ
ニ
ー

■
10
月
■

１
日
「
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
」開
園
式

大
阪
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ
ク

10
日

輝
北
駅
伝
競
争
大
会

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

11
日

平
成
28
年
全
国
地
域
安
全
運
動
出
発
式

15
日

旧 

海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追

悼
式

鹿 
屋
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

設
立
50
周
年
記
念
式
典

桜 

島
フ
ェ
リ
ー
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」が
古
江
港
に
寄
港

16
日

２
０
１
６
鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

関
西
串
良
会
総
会

17
日

議
会
報
告
会（
23
日
ま
で
）

23
日

関
西
吾
平
会
総
会

平
成
28
年
度
環
境
フ
ェ
ス
タ

24
日
「
第 

２
回
鹿
屋
市
障
が
い
者
絵
画
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
Ａ
ｃ
ｔ
展
」（
30
日
ま
で
）

25
日

㈱ 

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
鹿
児
島
工
場
と
立
地

協
定
を
締
結

26
日

平
成
28
年
度
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

29
日

か 

の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
６
秋（
11
月
20
日

ま
で
）

第
47
回
鹿
屋
市
文
化
祭（
30
日
ま
で
）

30
日

南 

清
水
川
水
利
組
合
活
動
組
織「
コ
ス
モ
ス

鑑
賞
会
」

大
隅
竜
神
大
祭
・
お
お
す
み
木
材
ま
つ
り

■
11
月
■

２
日

第
45
回
串
良
町
文
化
祭（
11
日
ま
で
）

４
日

市
政
報
告
会
を
初
開
催

５
日

第
７
回
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ（
６
日
ま
で
）

第
40
回
美
里
あ
い
ら
文
化
祭（
６
日
ま
で
）

２ 

０
１
６
／
１
７
Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
男

子
鹿
屋
大
会（
６
日
ま
で
）

６
日

星 

の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
６

第
６
回
美
里
あ
い
ら
元
気
市

第
２
回
か
の
や
薔
薇
王
子
コ
ン
テ
ス
ト

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

７
日

鹿
屋
市
表
彰
式

12
日

第
40
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り（
13
日
ま
で
）

第 

８
回
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
in
か
の
や
２
０

１
６（
13
日
ま
で
）

吉
田
沙
保
里
選
手
夢
教
室

13
日

第 

39
回
美
里
あ
い
ら
農
業
祭
・
第
１
１
８
回

宮
下
大
相
撲
大
会

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
講
演
会

20
日

第 

７
回
小
学
校
区
対
抗「
か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ

ル
駅
伝
大
会
」

関
東
か
の
や
会
総
会

21
日

平
成
28
年
度
鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼
式

22
日

お
お
す
み
観
光
の
未
来
を
創
る
会

23
日

か
の
や
戦
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
41
回
く
し
ら
黒
土
祭
り

27
日

第 

16
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
ｅ
ｃ
ｏ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会

第
38
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り
歩
行
者
天
国

■
12
月
■

４
日

豊 

栄
橋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
１ワ

ン

デ

ー

Ｄ
ａ
ｙ
イ

ベ
ン
ト（
串
良
町
岡
崎
）
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❶ 「かのやばら祭り 2016 秋」
オープニングセレモニー

❷ 第２回かのや薔薇王子コン
テストで２代目王子に選ば
れた５人。左から

　安
あんらく

樂陽
あきら

さん（銀行員）
　高

たかめ

目和
かずあき

昭さん（会社員）
　内

うちだ

田健
けんごろう

吾郎さん（会社員）
　西

にしかた

方隆
たかゆき

行さん（看護師）
　 豊
とよむら

村義
よしなり

成さん（ケアマネジャー）
❸ 「かのやばら園１日園長」
となった塚越さくらさん

❹柴さとみガーデニング講座
❺ 河合伸志ローズセミナー＆
ガーデンツアー

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
、
霧

島
ヶ
丘
公
園
で「
霧
島
ヶ
丘
公
園
秋
ま

つ
り
２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、「
か
の
や
ば
ら
祭
り
」
を

は
じ
め
、「
第
40
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ

り
」、「
全
国
丼
ど
ん
ぶ
りサ
ミ
ッ
ト
in
か
の
や

２
０
１
６
」、「
第
７
回
か
の
や
産
業

フ
ェ
ス
タ
」、「
第
７
回
か
の
や
ロ
ー
ズ

ヒ
ル
駅
伝
大
会
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　霧島ヶ丘公園の北側駐車
場から展望台までがコスモ
ス一色に！
　また、今年のコスモス迷
路は、バラにかたどられ、
ミニ展望台から見える風景
は大好評でした。

　大隅の商工業者が集結
し、73 社 80 ブースが出
店。飲食物の販売や自動車
などの展示販売が行われた
ほか、ステージでは書道パ
フォーマンスや太鼓演奏な
どが披露されました。

������������
���� �� !���� �� !

　開催期間中には、「かのや薔
ば ら

薇王子コンテ
スト」、「柴さとみガーデニング講座」、「河

かわ い

合
伸
たか し

志ローズセミナー＆ガーデンツアー」のほ
か、「地元中学校吹奏楽フェスティバル」、「10
歳の薔薇ザ☆ベストテン（スタンプラリー＆
人気投票）」なども開催されました。

10/29
～11/20

11/5・6

❶❶

❸❸

❹❹
❺❺

10/29
～11/20

❷❷
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　７回目を迎えた今大会には、
23 小学校区 20 チームが参戦
して、小学校区対抗の駅伝大
会が開催されました。結果は、
Ａクラス優勝＝西原台小学校
区、Ｂクラス優勝＝西原小学
校区

　昨年まで１日間の開催でしたが、今年
は２日間に渡り開催されました。
　会場では、「農業５種まつり」や「か
のや肉焼まつり」、「軽トラ市」などのイ
ベントのほか、農・畜・林・水産物の展
示即売、竹の貯金箱作り、しいたけ駒打
ち体験などが行われました。またステー
ジでは、ダンス披露や大抽選会などが行
われ、老若男女問わず笑顔で楽しんでい
ました。

11/20

11/12・13
❶❷❸農業５種まつり
❹鹿屋農業高校和太鼓部の太鼓演奏
❺軽トラ市
❻豚の丸焼き
❼かのや肉焼まつり

11/12･13

　鹿屋の「かのや豚ばら丼」をはじめ全国各地から 24の
ご当地丼が勢揃いしたとあって大盛況となりました。大人
気だったのは、カキやカニなどを使った石川県の「能

の と

登丼」
や長野県の「駒

こ ま が ね

ヶ根ソースかつ丼」で、完売まで長蛇の列
が絶えないほど。会場には、シンガーソングライターの原
田真二さん、漫才コンビのチキチキジョニーさんが駆け付
け、ユーモアあふれるステージで会場を沸かしていました。

▲ 中津名物「からあげ」を代表す
る「鳥しん」と「もり山」の２
店舗も参加。両店とも行列がで
きるほどの人気ぶり

▲ 司会の半田あかり（左）
が各地の丼を紹介

❶❶ ❷❷
❸❸

❹❹
❺❺

❻❻

❼❼
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○ 

非
会
員
＝
３
，８
５
０
円（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
を
含
む
）

※
い
ず
れ
も
体
験
チ
ケ
ッ
ト
８
回
分

◎ 

準
備
す
る
も
の
＝
室
内
用
運
動
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物　

な
ど

※ 

３
Ｂ
体
操
の
道
具
及
び
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
は
貸
出
有
り

◎
応
募
方
法
＝
直
接
申
込

※ 

受
付
時
間
は
年
末
年
始
を
除
く
平

日
９
時
〜
17
時

問 

か
の
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

９
９
０
３

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
次
の
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
事
業
者
を
募
集

※ 

募
集
事
業
者
数
は
、
各
サ
ー
ビ
ス

い
ず
れ
も
１
事
業
者

◎ 

対
象
事
業
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
事
業
者

か
の
や
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ「
サ
ー
ク
ル
体
験

講
座
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
等

◎ 

期
間
＝
平
成
29
年
１
月
５
日（
木
）

〜
３
月
16
日
（
木
）

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル

◎
対
象
者
＝
成
人

◎
参
加
料

○
会
員
＝
１
，
５
０
０
円

募
集
・
申
請

☎

　

に
愛
称
を
付
け
、
公
共
施
設
の
管

　

理
経
費
な
ど
を
得
る
事
業

※ 

市
役
所
、
支
所
、
学
校
な
ど
は
対

象
外

◎ 

提
案
例

○ 

屋
根
が
無
い
市
内
バ
ス
停
留
所

に
、
提
案
者
が
屋
根
付
き
の
バ
ス

停
（
広
告
付
）
を
整
備
し
、
市
に

提
供
し
た
場
合
、
整
備
費
用
に
応

じ
た
期
間
、
無
償
で
広
告
事
業
を

実
施
す
る

○ 

町
内
会
へ
の
お
知
ら
せ
用
「
回
覧

袋
」
を
作
成
し
、
市
に
回
覧
袋
を

提
供
し
、
回
覧
袋
に
自
社
名
等
の

広
告
表
示
を
さ
せ
る

◎ 

対
象
者
＝
民
間
企
業
な
ど
市
内
外

の
法
人
又
は
個
人
事
業
者

◎ 

申
込
方
法
＝
申
込
書
類
を
直
接
持

参
又
は
郵
送

※ 

申
込
書
類
は
市
財
政
課
に
置
い
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

申
込
期
限
＝
平
成
29
年
１
月
30
日

（
月
）

問 

市
財
政
課
（
３
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
６

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
の
入
校
生
を
募
集

◎ 
募
集
学
科
＝
電
気
設
備
科

◎ 

受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
者
（
見
込

み
を
含
む
）
又
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◎
定
員
＝
20
人

◎ 

試
験
日
＝
平
成
29
年
１
月
27
日

（
金
）

◎ 

試
験
会
場
＝
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
◎ 

試
験
方
法
＝
総
合
問
題
の
筆
記
試

験
、
面
接

◎ 

申
込
方
法
＝
写
真
を
貼
付
し
た
入

校
願
書
、
学
校
調
査
書
又
は
卒
業

証
明
書
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
の
写

真
１
枚
（
受
験
票
用
）、
２
，
２

０
０
円
分
の
県
収
入
証
紙
を
直
接

持
参
又
は
郵
送

※ 

入
校
願
書
及
び
募
集
要
項
は
、
鹿

屋
高
等
技
術
専
門
校
に
置
い
て
あ

る
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

申
込
期
限
＝
平
成
29
年
１
月
13
日

（
金
）

問 

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
３
２

　

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

８
６
７
４

○ 

平
成
29
年
度
中
に
整
備
可
能
な
こ

と
○ 

事
業
の
実
施
に
必
要
な
土
地
及
び

建
物
、
人
員
、
設
備
等
を
確
保
で

き
る
こ
と

○ 

高
齢
者
や
障
害
者
等
を
対
象
と
し

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
経
験
を

有
す
る
こ
と

○ 

市
町
村
税
及
び
国
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

◎ 

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◎ 

応
募
方
法
＝
直
接
申
込

◎ 

応
募
期
限
＝
平
成
29
年
１
月
６
日

（
金
）

◎ 

そ
の
他
＝
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
市
高
齢
福
祉
課（
１
階
⑨
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

「
広
告
事
業
」・「
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
事
業
」の
民
間
提

案（
自
由
提
案
）を
募
集

◎ 

内
容
＝
市
の
自
主
財
源
確
保
を
図

る
た
め
の
、
次
の
事
業
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
を
募
集

○ 

広
告
事
業
＝
市
が
発
行
す
る
印
刷

物
や
市
の
公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
資
産
を
活
用
し
た

広
告
事
業

○ 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業

　

＝
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
な
ど
が
市
に

　

対
価
を
支
払
い
、
市
の
公
共
施
設

講　座　名 曜日 時　間 内　容
リラックスヨガ 月曜日 11：00～ 12：00 精神及び呼吸を整え、体

の潜在能力を引き出す効
果のある健康法

ヨガ（昼の部） 火曜日 13：00～ 14：00
ヨガ（夜の部） 火曜日 20：00～ 21：00

ソフトエアロビクス 火曜日 19：00～ 20：00 体脂肪燃焼効果のある有酸素運動
３Ｂ体操（朝の部） 火曜日 10：30～ 12：00 ボールなど３つの道具を

使用し、音楽に合わせな
がら楽しく行う健康体操

３Ｂ体操（昼の部） 木曜日 13：30～ 15：00
３Ｂ体操（夜の部） 月曜日 19：30～ 21：00
※各講座とも全８回の体験講座

サービスの種類 対象地域

１ 小規模多機能型居宅介護
吾平地区
（利用者25人まで）

２
認知症対応型
通所介護
（共用型）

鹿屋東中学校区
（利用者３人まで）

３
第一鹿屋中学校及び
花岡中学校区
（利用者３人まで）

報掲示板情
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に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

施
設
で
す
。

　

プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で

は
、
自
由
に
参
加
で
き
る
30
分
程
度

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
研
修

室
、
調
理
実
習
室
な
ど
、
施
設
の
貸

出
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
健
康
相
談

や
栄
養
教
室
、
各
種
研
修
会
な
ど
も

開
催
し
て
お
り
、
栄
養
・
運
動
・
休

養
を
柱
と
し
た
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
県
民
健
康

プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
開
館
日
時

○
火
曜
日
〜
土
曜
日
＝
９
時
〜
21
時

○
日
曜
日
・
祝
日
＝
９
時
〜
19
時

※ 

月
曜
日
は
休
館
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
次
の
平
日
が
休
館
日
）

問 

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

52ｰ

０
０
５
２

「
育
児
講
演
会
」
の
参
加
者

を
募
集

◎ 
内
容
＝
育
児
方
法
の
情
報
を
提
供

し
、
自
分
ら
し
い
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
る
講
演
会

◎ 

講
師
＝
篠
原 
恵
子 

氏
（
保
育
士
）

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
24
日（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

◎  

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

情
報
研
修
室

◎ 

定
員
＝
50
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
直
接
来
所
又
は
電
話

◎
応
募
期
限
＝
12
月
27
日
（
火
）

◎ 

そ
の
他
＝
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、

応
募
時
に
申
出

※ 

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
、
着

替
え
な
ど
を
持
参

問 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
９
５
１

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
は
、
温
水
プ
ー
ル
・
多
目
的
温

泉
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
多
目
的
広
場
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
目
的
や
体
力
レ
ベ
ル

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告

書
な
ど
に
は
個
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
な
ど
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

た
確
定
申
告
書
な
ど
を
税
務
署
へ
提

出
す
る
際
は
、
申
告
す
る
人
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
。

◎ 

本
人
確
認
書
類
の
例

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
の
表
面
及
び
裏
面
の

写
し
（
番
号
確
認
及
び
身
元
確
認

書
類
）

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
写

し
（
番
号
確
認
書
類
）
及
び
運
転

免
許
証
又
は
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
の
写
し
（
身
元
確
認
書

類
）　

な
ど

問 

鹿
屋
税
務
署

　

☎
０
９
９
４ｰ
42ｰ

３
１
２
７

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
で
す
。
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

の
更
新
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
導
入
に
伴
い
終
了
し
て
い
ま
す

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
が
出
な
く
て
も
蛇
口
は
必

ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
凍
結
な
ど
で
給
水
管
が

破
裂
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
止
水
栓
（
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
、

市
上
下
水
道
部
又
は
市
水
道
事
業
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
次
の
手
順
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
水
の
使
用
を
す
べ
て
止
め
る

○ 

水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
場
合
は
漏

水
が
発
生

　

空
き
家
や
空
き
部
屋
、
旅
行
等
に

よ
る
長
期
不
在
な
ど
、
長
期
間
水
道

を
使
わ
な
い
場
合
は
、
屋
外
に
露
出

し
て
い
る
給
水
管
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど

が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

凍
結
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問 

市
上
下
水
道
部
業
務
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
８
０
０

お
知
ら
せ

の
で
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
に
は
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
行

政
手
続
き
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

早
め
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
電
子
証
明
書
を
更
新

し
た
人
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
行
政

手
続
き
を
利
用
す
る
前
に
電
子
証
明

書
の
再
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

市
民
課
（
１
階
①
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
４

給
水
管
の
凍
結
を
防
止
し

ま
し
ょ
う

　

屋
外
気
温
が
氷
点
下
に
な
っ
た
と

き
は
、
給
水
管
が
凍
結
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
特
に
、
北
向
き
の
日
陰
や

風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
、
給
水
管

が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
た
め
、
露
出
し
て
い

る
給
水
管
を
、
保
温
材
・
布
・
毛
布

な
ど
で
覆
っ
て
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

な
ど
で
巻
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

給
水
管
が
凍
結
し
た
場
合
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
給
水
管

に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
て
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま
し
ょ
う
。
熱
湯

は
、
給
水
管
を
破
裂
さ
せ
る
こ
と
が

▲ 水道メーター
    （赤丸がパイロット）
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市
消
防
団
に
よ
る
年
末
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
す

　

12
月
25
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で
、
市
消
防
団
に
よ
る
「
年
末
特

別
警
戒
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
年
末
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
に
努
め
、
市
民
の
生

命
・
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
止
し
、

地
域
が
明
る
い
新
春
を
迎
え
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
期
間
中
は
、

各
消
防
分
団
に
よ
る
夜
間
の
巡
回
広

報
等
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
注

意
し
て「
火
の
用
心
」に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す

○ 

逃
げ
遅
れ
防
止
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る

○ 

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

問 

市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

出
水
市
で
、
野
鳥
か
ら
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確

認
さ
れ
、
隣
国
の
韓
国
で
も
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
鳥
の
飛
来

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
侵
入
す
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
養
鶏
農
家

や
ペ
ッ
ト
と
し
て
鳥
類
を
飼
育
し
て

い
る
人
は
、
日
常
の
健
康
観
察
、
飼

育
舎
の
定
期
的
な
清
掃
・
消
毒
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
、
侵
入
・
発

生
防
止
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

市
畜
産
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え

や
敷
地
売
却
を
検
討
し
て

い
る
人
は「
住
ま
い
る
ダ
イ

ヤ
ル
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎ 

相
談
内
容
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て

替
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
の
売
却

◎ 

相
談
日
時
＝
平
日
の
10
時
〜
17
時

◎ 

対
象
者
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者
、

管
理
組
合
、
借
家
人　

な
ど

問 

住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０ｰ

０
１
６ｰ

１
０
０

※ 

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話

　

☎
03ｰ

３
５
５
６ｰ

５
１
４
７

年末年始のバス運行・ごみの持ち込みのお知らせ年末年始のバス運行・ごみの持ち込みのお知らせ
◎年末年始の鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス・くるりんバスの運行日

問三州自動車㈱　☎ 0994-65-2258※その他路線バスは12/31（土）～１/3（火）まで日祝ダイヤとなります。

バスの種類
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かのやくるりんバス

市街地 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

輝　北 ○ × × ○ ○

串　良 ○ ○ × × × ○ ○ ○

吾　平 ○ × × ○

◎年末年始のごみの持ち込み場所　　※必ず、分別をして搬入してください。

ご　み　の　種　類 持ち込み場所 住　所 電話番号
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原 3893-8 ☎ 0994-63-0168
資源物 鹿屋市資源センター 下高隈町 4319-1 ☎ 0994-45-2900

◎年末年始の開所日　　時間＝８時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時 30 分

　今年の年末のごみの持ち込みは12月30日（金）までです。例年、年末になるとごみの持ち込みで処分場は混雑
し、場合によっては数時間の待ち時間が予想されます。
　年末の12月28日（水）から30日（金）までを避けて、早めに持ち込むようにしてください。なお、有料指定
ごみ袋に入る大きさのごみは、なるべくごみステーションをご利用ください。

センター名
12月 １月

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
鹿屋市資源センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

報掲示板情
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で
、
新
成
人
を
対
象
と
し
た
模
擬

選
挙
を
実
施

問 

市
生
涯
学
習
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

平
成
29
年
鹿
屋
市
消
防
出

初
式

◎ 

内
容
＝
市
内
の
全
消
防
分
団
が
一

堂
に
集
結
し
、
行
進
や
各
種
訓
練

披
露
、
永
年
勤
続
表
彰
等
を
行
う

毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜

◎ 

場
所
＝
田
崎
多
目
的
運
動
広
場

問 

市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

不
動
産
無
料
相
談
会

◎ 

内
容
＝
不
動
産
の
売
買
等
に
関
す

る
無
料
相
談
会

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）　

13
時
〜
16
時

◎ 

場
所
＝
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
隅
支
部
（
札
元
２
丁
目
）

問 
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
隅
支
部

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

０
４
３
６

か
ご
し
ま
就
農
・
就
業
相

談
会

◎ 

内
容
＝
農
業
・
林
業
・
水
産
業
を

将
来
の
職
業
と
し
て
考
え
て
い
る

人
を
対
象
と
し
た
、
就
農
・
就
業

に
関
す
る
相
談
会
及
び
新
規
就
農

者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
14
日（
土
）

　

10
時
〜
16
時

◎ 

場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

◎ 

入
場
料
＝
無
料

問 

県
農
業
・
農
村
振
興
協
会

　

☎
０
９
９ｰ

２
１
３ｰ

７
２
２
３

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

◎ 

内
容
＝
平
成
29
年
度
か
ら
市
が
実

施
す
る
新
し
い
総
合
事
業
の
説
明
、

地
域
支
え
合
い
の
基
調
講
演
及
び

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◎ 

講
師
＝
堀ほ
っ
た田 

力
つ
と
む 

氏
（
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
会
長
）

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）

13
時
20
分
〜
16
時
30
分

◎ 

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎ 

入
場
料
＝
無
料

問 

市
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
５

か
の
や
ば
ら
園
ク
リ
ス
マ

ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト

２
０
１
６

◎ 

内
容
＝
花
火
＆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
缶
ド
ル
ア
ー
ト
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　

な
ど

◎ 

日
時
＝
12
月
22
日
（
木
）
〜
25
日

（
日
）　

17
時
〜
21
時

※ 

花
火
＆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
は
20
時
〜

◎ 

場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

◎ 

入
園
料

○
大
人
＝
３
１
０
円

○
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
１
０
円

問 

か
の
や
ば
ら
園

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

２
１
７
０

冬ふ
ゆ
は
な
び

華
火
in
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

◎ 

内
容
＝
レ
ー
ザ
ー
光
線
＆
花
火

シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
し
た
観
覧
型

イ
ベ
ン
ト

◎ 

日
時
＝
12
月
24
日
（
土
）　

18
時

〜
20
時
30
分

※
冬
華
火
＝
19
時
35
分
〜
19
時
55
分

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺

◎ 

そ
の
他
＝
平
成
29
年
１
月
27
日

（
金
）
ま
で
の
17
時
30
分
〜
22
時

に
、
約
13
万
球
の
電
飾
で
装
飾
さ

れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ナ

シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺
で
実
施

※ 

ク
リ
ス
マ
ス
・
年
末
年
始
は
翌
日

午
前
１
時
ま
で

問 

街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
事

務
局
（
市
商
工
振
興
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

緑
の
募
金
カ
レ
ン
ダ
ー
バ

ザ
ー
展

◎ 

内
容
＝
全
国
の
企
業
や
団
体
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売

し
、
売
上
を
「
緑
の
募
金
」
と
し

て
活
用
す
る
バ
ザ
ー

◎ 

日
時
＝
12
月
24
日
（
土
）・
25
日

（
日
）　

10
時
〜
17
時

◎ 

場
所
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

問 

か
ご
し
ま
緑
の
基
金

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
５ｰ

１
４
２
６

か
の
や
ば
ら
園
新
春
祭
り

◎ 

内
容
及
び
時
間

◎ 

期
日
＝
平
成
29
年
１
月
３
日（
火
）

※
無
料
入
園
日

◎
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

問 

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

平
成
29
年
鹿
屋
市
成
人
式

◎ 

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

　

10
時
50
分
〜

◎
場
所
＝
市
文
化
会
館

◎ 

対
象
者
＝
平
成
８
年
４
月
2
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
、
市
在
住
又
は
出
身
の
人

※ 

案
内
ハ
ガ
キ
が
無
く
て
も
出
席
可

能
◎ 

そ
の
他
＝
同
日
に
市
中
央
公
民
館

イ
ベ
ン
ト

時間 内　容

10:00 ～ 福始もちつき大会、万福ふるまいもち
（先着順、数量限定）

10:00 ～
15:00

昔遊びコーナー
（こま、はねつき、けん玉　など）
初商
（バラ初商特価、ぜんざい、焼きいも　など）

13:00 ～ 新春演奏会～和の調べ（琴の演奏）
14:00 ～ 招福もちまきタイム
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肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

12 月 18 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

25 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

１月 １日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

   ８日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

15 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

まちまちのの
保健室
適切な不妊治療のために

Health Care

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医12月・1月

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 18 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191
 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

23 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

25 日
 前田内科 本町 42-2175
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

29 日
 児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

30 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 検見崎病院 西原１丁目 43-2991

31 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

１月１日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

２日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

３日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

８日
 福田病院 寿３丁目 43-4191
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 検見崎病院 西原１丁目 43-2991

９日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

15 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

妊症」とは、何らかの治療をしないと、それ以降自然に

妊娠する可能性がほとんどない状態を言います。１年以

上自然に妊娠しない場合には不妊症と診断され、特に 35

歳以上の場合は、早期に検査と治療を開始したほうがよ

いようです。不妊の原因は男女それぞれにありますので、

男性は泌尿器科、女性は産婦人科で相談してください。

◎特定不妊治療の助成制度があります
　不妊治療は、健康保険が適用される治療と、適用され

ない治療（自費）があります。市では、体外受精と顕微

授精を「特定不妊治療」として、これらの治療を受ける

人を対象に助成を行っています。今年度から男性不妊治

療も助成の対象としました。不妊治療にかかる費用助成に

ついては、市保健相談センターにお問い合わせください。

問市保健相談センター　☎ 0994 ｰ 41 ｰ 2110
　「子どもを持ちたい」と思いつつ、なかなか妊娠しない

カップルは10組に１組と言われ、年々増えています。「不

　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
12 月 18 日 島田歯科 打馬２丁目 44-0180

23 日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
25 日 すみの歯科医院 寿３丁目 42-2959
30 日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688
31 日 中野歯科医院 共栄町 41-7455

１月１日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180
２日 四元歯科医院 西原 1丁目 42-2687
３日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
８日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 40-3340
９日 高須歯科医院 高須町 47-2525
15 日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

　※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

　※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日
はかかりつけの医師などの診療を受けてください。

　　原則として、投薬期間は通常１日分とします。
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市
民
のひ

ろ
ば

先
日
、
霧
島
ヶ
丘
公
園
へ
コ
ス
モ
ス

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス

畑
の
迷
路
、
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

お
天
気
も
良
く
、
た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ
ス

が
風
に
揺
れ
て
心
が
ほ
ん
わ
か
と
癒
さ
れ

ま
し
た
。（
あ
ん
ず
さ
ん
・
女
性
）

　

か
わ
い
い
コ
ス
モ
ス
を
見
て
い
る
と
心
が

癒
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
霧
島
ヶ
丘
公
園
の
コ

ス
モ
ス
迷
路
は
、
昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
、

国
民
文
化
祭
の
来
場
者
を
も
て
な
す
た
め

初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。
一
本
一
本
は
可
憐

な
コ
ス
モ
ス
で
す
が
、
広
大
な
敷
地
に
咲

く
風
景
は
と
て
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
そ
し
て
今
年
の
迷
路
は
、
バ
ラ
を
か

た
ど
り
芸
術
的
な
要
素
も
加
わ
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
皆
さ

ん
が
ミ
ニ
展
望
台
に
上
っ
て
、
写
真
に
収

め
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
コ
ス
モ
ス
の
名
所
と
言
え
ば
、
南
町
の

田
ん
ぼ
も
有
名
で
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
こ
ち

ら
も
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま

す（
今
月
号
の
10
、

18
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）。

広
報
か
の
や
が
以
前
よ
り
も
見
栄

え
、
読
み
ご
た
え
が
あ
っ
て
、

仕
事
に
持
っ
て
行
き
休
憩
中
に
じ
っ

く
り
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
豚
ば

ら
丼
、
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
、
Ｃ
＆
Ｋ
な
ど

今
、
鹿
屋
に
勢
い
が
出
て
い
る
! !
と
感

じ
て
い
ま
す
。
私
も
頑
張
っ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
・
41
歳
・

女
性
）

　

い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
鹿
屋
市
の
勢

い
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
ん
な
協
力
的

な
皆
さ
ん
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
き

た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
民
が

自
分
の
ま
ち
を
愛
し
、地
域
社
会
に
協
力
、

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
か
の
や

で
、
多
く
の
笑
顔
と
情
報
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
屋
の
良
さ
を
発
信
す
る
各
種
フ
ォ

ト
コ
ン
に
、
今
回
も
知
人
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
写
真
が
上
位
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
元
写
友
と
し
て
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
人
知
れ
ず
努
力
し
て
作
品
に

仕
上
げ
る
彼
ら
の
姿
を
私
は
よ
く
理
解

し
て
い
ま
す
。
鹿
屋
の
魅
力
を
知
る
彼

ら
の
行
動
力
と
感
性
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。（
ま
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
65
歳
・
男
性
）

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
見

る
と
、
そ
の
と
き
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
被
写
体
の
魅
力
だ
け

で
な
く
、
周
囲
と
の
関
係
性
な
ど
、
撮
影

者
の
思
い
が
見
え
て
き
ま
す
。
作
品
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
だ
け
で
な
く
撮
影
者
が
被
写
体

を
撮
る
ま
で
の
間
、
ど
ん
な
時
間
を
過
ご

し
、
ど
ん
な
技
術
を
用
い
た
の
か
を
読
み

解
く
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

転
勤
族
で
鹿
屋
に
移
り
住
ん
で
１
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
が
ま

だ
小
さ
く
、
慣
れ
な
い
場
所
で
の
子
育

て
は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
風
土
な
の

か
温
か
い
人
が
多
く
、
今
で
は
多
く
の

友
人
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鹿

屋
に
居
ら
れ
る
の
も
あ
と
３
か
月
。
最

後
ま
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

（
Ａ
・
Ｙ
さ
ん
・
36
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
不

慣
れ
な
場
所
で
環
境
の
変
化
だ
け
で
は
な

く
、
土
地
の
文
化
や
風
習
、
方
言
な
ど
で

心
労
が
絶
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
多
く
の
友
人
を
作
ら

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

れ
た
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
残
り
わ

ず
か
で
す
が
、
鹿
屋
市
を
存
分
に
楽
し
ん

で
良
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

№263

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

　　　　　

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集
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応募〆切　１／11㊌

女子レスリングでオリンピック３連覇、世
界大会16連覇、個人戦206連勝など輝かし
い功績を残している、吉田沙保里選手のサ
イン色紙を１名様、関連グッズを２名様に
プレゼント！
※ 関連グッズにはサインはありません。

吉田沙保里選手サイン色紙／
１名様
吉田沙保里選手関連グッズ／
２名様

当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

　あっという間に12月になり、鹿屋
に来て初めての冬を迎えます！まだま
だ、初めましての方も多いですが、あ
りがたいことにテレビ、イベントなど
で「応援してるよ！」と、声をかけても
らうことも多くなってきました！
　大阪から鹿屋に引っ越して来て８か月がたち、鹿児島弁とカ
ンパチ解体という芸が身につきました！来年もかのやカンパチ
をはじめ、鹿屋を引き続き盛り上げていきたいです！
　かのやカンパチという、活きの良い出世魚に乗っかって鹿屋
市も飛躍の年になりますように!!

�������	
 vol.15

　私たち「常心門鹿屋空手道スポーツ少年団」は、
幼児から大人まで41人で活動しています。設立
３年の新しい団体ですが、今年は個人（形の部）
で西日本大会優勝、団体（形の部）で全国大会
優勝などの成績を収めることができました。
　選手たちは、大会で勝つことだけでなく、空
手道を通して「心と技」を磨き、思いやりのあ
る立派な大人になれるように頑張っていますの
で、皆さんのご声援をよろしくお願いします。
　また団員募集も行っていますので、興味があ
る人はお気軽にご連絡ください。
● 練習日＝週２日～３日
● 練習場所＝寿小学校体育館
問常心門鹿屋空手道スポーツ少年団（荷掛）
　☎090-1975-8684

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
!!

C l o s e  U p

半
田 

あ
か
り 
隊
員

今
回
の
報
告
者

今
回

ご協力ありがとうございました。

�������	


　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線Present
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い
ず
れ
は
鹿
屋
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
何
か
資
格
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
帰
っ
て
こ
れ
る
と
考
え
、
短
大
卒
業

後
は
、
美
容
師
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
美
容
師
で
あ
る
母
の
大
変
さ
も

分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
を
し
な

が
ら
子
育
て
し
て
い
た
姿
に
漠
然
と
憧

れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

美
容
師
と
し
て
は
ス
タ
ー
ト
が
遅
い

ほ
う
で
し
た
が
、
就
職
し
た
熊
本
市
内

の
美
容
室
は
比
較
的
大
き
な
美
容
室

だ
っ
た
の
で
、
カ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
花

嫁
着
付
け
な
ど
美
容
全
般
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
年
間
勤
務

し
た
の
ち
、
平
成
９
年
か
ら
実
家
で
働

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
と
地
元
の
地
域
性
の
違
い
や
世

代
間
の
考
え
の
違
い
も
あ
り
、
当
初
は

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
全
国

レ
ベ
ル
の
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
恥
ず
か
し

く
な
い
技
術
を
身
に
付
け
れ
ば
、
自
信

を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
と
考
え
、
帰

郷
後
も
研
鑽
を
積
む
た
め
に
県
内
外

の
様
々
な
講
習
会
で
勉
強
に
励
み
ま
し

た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
も
、
技
術
を

早
く
覚
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
。
熊

本
で
も
出
場
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
20
年
、
21
年
と
２
年
連
続

で
全
国
美
容
技
術
選
手
権
大
会
の
洋
装

ブ
ラ
イ
ダ
ル
部
門
に
県
代
表
と
し
て
出

場
し
、
い
ず
れ
も
入
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
子
育
て
の
た
め

コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
平
成
24
年
の
大
会
か
ら
メ
イ
ク

部
門
が
創
設
さ
れ
、
な
ん
と
初
代
優
勝

者
に
、
以
前
同
じ
師
匠
の
も
と
で
学
び

合
っ
た
群
馬
県
代
表
の
美
容
師
が
選
ば

れ
た
こ
と
を
知
り
、
衝
撃
を
受
け
た
の

で
す
。
メ
イ
ク
は
普
段
か
ら
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
部
門
。
刺
激

を
受
け
、
も
う
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
と
思
い
立
ち
、
翌
年
の
県
大
会
に
出

場
し
優
勝
。
県
大
会
後
は
、
仕
事
の
合

間
を
縫
っ
て
群
馬
県
の
師
匠
に
泊
り
掛

け
で
指
導
を
仰
い
だ
り
、
本
番
と
同
じ

モ
デ
ル
に
鹿
屋
に
滞
在
し
て
も
ら
っ
て

練
習
し
た
り
す
る
な
ど
、
慌
し
い
毎
日

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、

４
か
月
後
の
全
国
大
会
で
悲
願
の
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
仕
事
の
傍
ら
、
ま
つ
毛
エ
ク

ス
テ
の
勉
強
を
始
め
て
い
ま
す
。
勉
強

は
ま
だ
ま
だ
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
２

年
程
前
か
ら
県
内
外
の
美
容
学
校
の
コ

ン
テ
ス
ト
審
査
員
や
、企
業
向
け
の
「
社

員
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ク
講
習
」
の
講
師
も

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
が
綺
麗
に
変
身
で
き
て
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
が
美
容
師
の
魅
力
。
今
後

は
こ
の
魅
力
を
周
囲
に
も
っ
と
伝
え
て
い

く
よ
う
な
活
動
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

写真は250点満点で優勝した全国大
会作品。控室で髪や衣装を50分で
整え、大勢の観客が見守る会場で
僅か20分でメイクを仕上げる。衣
装、髪型、メイク等が正確かつ世界
観が一致しているかが審査された。

明
日
へ
の

明
日
へ
の

扉
No.25

昭和48年鹿屋市生まれ。鹿屋高校卒業後、長
崎市の活水女子短期大学へ進学。平成５年熊
本市内の美容室に就職。平成９年に母が経営
する田代美容室（現・アズーリ／新川町）へ。
平成25年全日本美容技術選手権大会メイクの
部で優勝。夫と２児の４人暮らし。（43歳）

女
性
を
よ
り
美
し
く
見
せ
る

女
性
を
よ
り
美
し
く
見
せ
る

メ
イ
ク
へ
の
飽
く
な
き
探
求

メ
イ
ク
へ
の
飽
く
な
き
探
求 Yukako Takezako

竹迫竹迫 由香子 由香子  さんさん

（
77
・
２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

12
月
19
日（
月
）９
時
５
分
か
ら（予定）
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ふとんのレンタル！ふとんのレンタル！

総合寝具マルキチ
0120-0808-09

清潔・便利な「貸し布団」ご自宅・企業・公共施設等で
低料金でご好評頂いております。（お届けいたします）
☆冠婚葬祭 ☆スポーツ合宿 ☆研修 ☆イベント等

鹿屋市今坂町 10066-2 薬師寺 健吉

■営業時間  AM8：00～PM6：00
（※要予約  AM8：00～PM7：00）

信用と実績で創業40年！信用と実績で創業40年！

いけのうえ 
���������	


市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の

お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

��	
�


©2007 TOMY

新中学生制服採寸受付中!新中学生制服採寸受付中!

採寸特価セール実施中!!

〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）
（有）池田大仏堂グループ

ペット葬祭・霊園

むーみん
夢眠

http://kanoya-pet.com/
鹿
屋
市
役
所
　
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
　
☎
0994-43-2111

吾
平
総
合
支
所
　
吾
平
町
麓
3317

番
地
　
　
　
　
☎
0994-58-7111

輝
北
総
合
支
所
　
輝
北
町
上
百
引
3914

番
地
ロ
　
☎
099-486-1111

串
良
総
合
支
所
　
串
良
町
岡
崎
2081

番
地
　
　
　
☎
0994-63-3111

平
成
28年

12月
13日

発
行
　
№
263　

（
通
常
版
13日
・
お
知
ら
せ
版
28日

発
行
）

発
行
／
鹿
屋
市
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／
市
長
公
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政
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
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